
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
七
の
二
の
項
を
同
表
の
七
の
三
の
項
と
し
、
同
表
の
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
の
二

市
町
村
長

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
よ
る
同

法
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
の
登
録
、
同

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
二
十
四
条
の
再
交
付
又
は
同
法
第
二
十
五

条
第
二
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
六
の
二
の
項
を
同
表
の
六
の
三
の
項
と
し
、
同
表
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
の
二

市
町
村
長

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
の
登
録
、
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、

同
法
第
二
十
四
条
の
再
交
付
又
は
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

附
則
第
十
四
条
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
八
条
の
五
」
を
「
第
八
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
十
八
条
第
一

条
の
業
務
」
を
「
附
則
第
八
条
及
び
第
八
条
の
六
の
業
務
」
に
改
め
、
同
表
第
十
九
条
第
一
項
の
項
及
び
第
三
十
五

条
第
二
号
の
項
中
「
第
八
条
の
五
」
を
「
第
八
条
の
六
」
に
改
め
る
。

を
「
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項

第
十
七
号
に
掲
げ
る
業
務

同
条
第
二
項
第
一
号

、
第
十
五
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
附
則

第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
四
の
業
務
（
そ
れ
ぞ
れ
第
三
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号

」
に
、「
附
則
第
八

項
第
一
号
の
項
中
「
同
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る

業
務

同
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
の
二
及

び
第
八
条
の
四
の
業
務
（
そ
れ
ぞ
れ
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。）

」

平成™�年›月™œ日 金曜日 (号外第 š号)官 報

（
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
七
条
第
五
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
十
六
条
第
九
項
に
お
い
て
準

用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
心
市
街
地
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の

処
分
を
受
け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

（
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法

律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
十
六
条
第
九
項
に
お
い
て
準

用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
心
市
街
地
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の

処
分
を
受
け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
五
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
十
六
条
第
九
項
に
お
い
て
準

用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
心
市
街
地
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の

処
分
を
受
け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
八
号
、」を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条

第
一
項
」
に
、「
整
備
、
出
資
等
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
」
を
「
整
備
等
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
第

四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
協
力
」
に
、「
第
四
十
二
条
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
保
証
」
の
下
に
「
及

び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
三
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十

九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
及
び
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
の
一
部
改

正
）

第
十
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
九
条
第
十
一
項
」
を
「
第
九
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

一

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項

二

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
六
十
四
条
第
二

項
（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
五
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
十
六
条
第
九
項
に
お
い
て
準

用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
心
市
街
地
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の

処
分
を
受
け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
同
項
第
八
号
、
第
九
号
」
を
「
同
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
同
項
第
十
七
号
」
を
「
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
第
十
七
号
」
に
、「
第
十
五
条

第
二
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
」

を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
改
正
前
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
係
る
業
務
の
特
例
）

第
八
条
の
六

機
構
は
、
当
分
の
間
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下

「
中
心
市
街
地
活
性
化
法
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
際
現
に
機
構
が
整
備
し
、
又
は
管
理
し
て
い
る
中
心

市
街
地
活
性
化
法
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
中
心
市
街
地
活
性
化
法
（
以
下「
改
正
前
中
心
市
街
地
活
性
化
法
」

と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
施
設
に
係
る
中
心
市
街
地
活
性
化
法
改
正
法
附
則
第
四
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
前
中
心
市
街
地
活
性
化
法
第
三
十
八
条
第
一
項

の
業
務

二

改
正
前
中
心
市
街
地
活
性
化
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
出
資
に
係
る
株
式
の
管
理
及
び

処
分

三

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

˜˜
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